
民間の力で住みやすく

小
学
生
の
こ
ろ
、
金
沢
市

長
坂
台
小
の
近
く
に
不
思
議

な
道
路
が
あ
っ
た
。
当
時
と

し
て
は
珍
し
い
４
車
線
だ
っ

た
が
、
延
長
１
㌔
ほ
ど
で
途

切
れ
、
ど
こ
と
も
つ
な
が
っ

て
お
ら
ず
、
住
宅
地
に
、
ぽ

つ
ん
と
佇
ん
で
い
る
か
の

よ
う
だ
っ
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
も
景
色

は
変
わ
ら
ず
、
「
何
か
の
計

画
が
中
止
と
な
り
、
放
置
さ

れ
た
」
と
思
っ
て
い
た
が
、

こ
の
道
路
は

年
後
、
山
側

環
状
の
一
部
と
な
っ
た
。
中

山
間
地
を
一
変
さ
せ
た
山
側

環
状
は
、
宅
地
化
な
ど
で
固

定
資
産
税
な
ど
の
税
収
を
増

や
し
、
市
中
心
部
の
交
通
渋

滞
を
緩
和
さ
せ
、
都
市
計
画

行
政
の
一
つ
の
成
功
モ
デ
ル

と
い
え
る
。

一
方
で
、
全
国
的
に
市
域

が
郊
外
へ
広
が
り
中
心
部
が

空
洞
化
す
る
拡
散
型
の
都
市

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
金

沢
も
例
外
で
は
な
い
が
、
市

中
心
部
で
は
最
近
、
買
い
物

弱
者
を
支
援
す
る
民
間
な
ど

の
動
き
が
広
が
り
、
紙
面
で

紹
介
す
る
機
会
も
増
え
た
。

行
政
は
線
引
き
は
で
き
て

も
、
物
を
売
る
の
は
得
意
で

は
な
い
。
民
間
や
住
民
の
取

り
組
み
が
も
っ
と
活
発
に
な

っ
て
ほ
し
い

村
上
浩
司
）

金
沢
お
ど
り

の
文
字
が
目
を
引
く
大
の
ぼ
り
旗
‖
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
も
て
な
し
ド
ー
ム

金沢おどり 大のぼり旗登場

日
に
開
幕
す
る
「
金
沢
お
ど
り
」（
財

団
法
人
県
芸
術
文
化
協
会
、
本
社
主
催
）

の
大
の
ぼ
り
旗
が

日
、
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
も

て
な
し
ド
ー
ム
な
ど
に
登
場
し
、
家
族
連

れ
や
観
光
客
ら
の
目
を
引
い
た
。

大
の
ぼ
り
旗
は
支
柱
を
含
め
高
さ
約
７

㍍
。
金
沢
お
ど
り
の
会
場
と
な
る
金
沢
市

の
県
立
音
楽
堂
前
と
同
市
の
北
國
新
聞
会

館
前
に
も
設
置
さ
れ
、
間
近
に
迫
っ
た
花

台
の
活
気
を
伝
え
た
。

金
沢
お
ど
り
は

〜

日
、
県
立
音
楽

堂
邦
楽
ホ
ー
ル
で
計
８
公
演
が
開
か
れ

る
。
開
演
は
各
日
と
も
午
後
１
時
と
同
４

時
。
問
い
合
わ
せ
は
北
國
新
聞
社
事
業
局

‖
０
７
６（
２
６
０
）３
５
８
１
‖
ま
で
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

金
沢

芸
妓
ふ
た
り

き
ょ
う
か
ら
放
送

「
金
沢
お
ど
り
」
が
開

幕
す
る
の
に
合
わ
せ
、
金

沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ

ト
は

日
か
ら
、
に
し
茶

屋
街
の
名
妓
に
密
着
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
制
作

の
番
組
「
に
っ
ぽ
ん
紀
行

『
金
沢

芸
妓
ふ
た
り
』」

を
「
北
國
新
聞
ニ
ュ
ー
ス

」
（
地
デ
ジ
９
ｃ
ｈ
）

で
放
送
す
る
。

「
金
沢

芸
妓
ふ
た
り
」

は
昨
年
の
「
金
沢
お
ど
り
」

に
向
け
、
笛
の
峯
子
さ
ん
、

小
鼓
の
乃
莉
さ
ん
が
時
に

は
衝
突
し
な
が
ら
も
「
一

調
一
管
」
の
芸
を
高
め

て
い
く
姿
を
追
っ
て
い

る
。峯

子
さ
ん
、
乃
莉
さ
ん

は
今
年
、
日
本
神
話
に
ち

な
む
「
大
蛇
退
治

ス
サ

ノ
オ
」
を
題
材
に
し
、
迫

力
の
掛
け
合
い
を
繰
り
広

げ
る
。

「
金
沢

芸
妓
ふ
た
り
」

の

放
送
は

日
午
後
７

時
半
を
皮
切
り
に

日

ま
で
に
計
７
回
。

分
番

組
。

◇
北
國
新
聞
ニ
ュ
ー
ス

▽

日
午
後
７
時
半
▽

日
正
午
、
午

後

時
半
▽

日
午
後
７
時
▽

日
午
後

時
半
▽

日
午
後
７
時

▽

日
午
後
８
時

一調一管の芸を高める名妓に

密着した 金沢 芸妓ふたり

提供・ＮＨＫ

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業

金
沢
で
金
城
大
プ
ロ
グ
ラ
ム

柴田教授の講演に聴き入る参加者‖北國新聞 階ホール
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∪
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∪
∪
∪
∪
∪

「第 回ツール・ド・のと400～能登半島一周サバイバル・サイクル201

2～」（同実行委 北國新聞社主催 県自転車競技連盟共催 は 日 内灘町

の県立自転車競技場を発着点に、３日間の日程で開幕した。県内外から参

加した829人が強い日差しを浴びながら、銀輪を輝かせ風を切って進んだ。

北
國
健
康
生
き
が
い
支

援
事
業
の
金
城
大
プ
ロ
グ

ラ
ム
社
会
福
祉
講
演
会

（
同
大
、
本
社
主
催
）
は

日
、
金
沢
市
の
北
國
新

聞

階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
同
大
社
会
福
祉
学
部

の
柴
田
紀
子
教
授
が
人
々

が
抱
え
る「
生
き
づ
ら
さ
」

の
原
因
を
社
会
環
境
の
観

点
か
ら
解
説
、
周
囲
と
の

関
係
を
見
つ
め
直
し
て
解

決
の
糸
口
を
探
る
対
処
法

を
提
案
し
た
。

柴
田
教
授
は
３
人
に
１

人
が
非
正
規
雇
用
と
い
う

貧
困
の
拡
大
と
、

代
後

半
の
６
割
以
上
が
未
婚
で

あ
る
現
在
の
社
会
問
題
を

示
し
、
「
最
近
の
経
済
事

情
が
未
婚
率
拡
大
に
影
響

し
て
い
る
」
と
、
社
会
状

況
と
個
人
の
問
題
が
密
接

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

「
生
き
づ
ら
さ
」
の
原

因
を
自
分
の
中
だ
け
で
見

つ
け
よ
う
と
せ
ず
、
環
境

や
人
と
の
つ
な
が
り
と
い

う
視
点
か
ら
考
え
る
大
切

さ
を
強
調
。
具
体
例
と
し

て
、
子
ど
も
が
不
登
校
に

な
っ
た
場
合
、
い
じ
め
や

勉
強
な
ど
の
直
接
的
原
因

を
特
定
す
る
の
で
は
な

く
、
学
校
や
友
達
、
家
族

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を

多
角
的
に
分
析
し
て
解
決

に
つ
な
げ
る
方
法
も
あ
る

と
し
た
。

参
加
者
は
柴
田
教
授
が

用
意
し
た
演
習
シ
ー
ト

で
、自
身
の
人
生
曲
線
や
、

思
い
出
に
残
る
人
の
名
前

を
書
き
出
し
、
自
身
を
取

り
巻
く
環
境
を
確
認
し

た
。
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リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
紹
介

野
々
市

住
宅
展
も
開
幕

家
族
の
笑
顔
を
つ
く
る

「
あ
り
が
と
う
」
リ
フ
ォ

ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
（
本
社
主

催
）
‖
写
真
‖
は

日
、

野
々
市
市
北
西
部
土
地
区

画
整
理
事
業
区
域
の
野
々

市
つ
ば
き
の
郷
住
宅
展
特

設
会
場
で
開
か
れ
、
来
場

者
約
２
３
０
人
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
補
助
制
度
や
相

談
窓
口
「
住
ま
い

る
ダ
イ
ヤ
ル
」
を

紹
介
し
た
。

国
土
交
通
省
住

宅
局
住
宅
生
産
課

の
田
伏
翔
一
検
査

係
長
が
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
や
リ
フ
ォ

ー
ム
保
険
の
仕
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

柳
家
一
琴
さ
ん
の
リ
フ
ォ

ー
ム
落
語
も
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
全
国
地
方

新
聞
社
連
合
会
が
共
催

し
、
公
益
社
団
法
人
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理

支
援
セ
ン
タ
ー
が
後
援
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
会
場
で
は

日
、
野
々
市
つ
ば
き
の
郷

住
宅
展
（
本
社
後
援
）
が

開
幕
し
た
。
県
木
造
住
宅

協
会
と
北
西
部
土
地
区
画

整
理
組
合
が
主
催
し
、
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー

社
が
最

新
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

棟
を

公
開
し
た
。
会
場
は
Ｊ
Ｒ

野
々
市
駅
の
西
側
。

日

ま
で
。
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∪
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∪
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∪
∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪

◆
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
知
っ
て

日
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
を
前
に
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
県
支
部
」

な
ど
の
街
頭
活
動
は

日
、

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
で
行
わ
れ
、
支

部
員
ら
約

人
が
広
報
紙
を

配
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
理
解
を
求
め
た
。

◆
東
さ
ん
が
優
勝

県
高
文
連
英
語
部
の
第
７

回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
は

日
、
金
沢
市
の
県
文

教
会
館
で
行
わ
れ
た
。
県
内

の
高
校
１
年
生

人
が
参
加

し
、
泉
丘
の
東
瑶
（
ひ
が
し

よ
う
）
さ
ん
が
優
勝
し
た
。

１
〜
５
位
の
入
賞
者
を
含
む

ラ
イ
オ
ン
ズ
賞
の
８
人
は
来

夏
の
海
外
派
遣
候
補
者
と
な

る
。入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

②
比
嘉
友
唯
（
泉
丘
）
③
小
倉

杏
奈
（
同
）
④
丸
山
菜
緒
（
北
陸

学
院
）
⑤
宮
北

衣
▽
ラ
イ
オ
ン

ズ
賞

小
山
佳
那
恵
、
三
島
佳
織
、

紙
悠
莉

◆
森
さ
ん
が
最
優
秀
賞

第

回
少
年
の
主
張
石
川

中
央
地
区
大
会
は

日
、
内

灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
「
そ
れ

で
も
生
き
て
ゆ
く
」
と
題
し

て
発
表
し
た
森
由
生
さ
ん

（
白
山
市
鳥
越
中
３
年
）
が

選
ば
れ
た
。

森
さ
ん
と
優
秀
賞
の
加
藤

利
奈
さ
ん
（
か
ほ
く
市
河
北

台
中
３
年
）
、
細
山
久
瑠
実

さ
ん
（
津
幡
町
津
幡
南
中
３

年
）
、
茶
谷
萌
さ
ん
（
白
山

市
光
野
中
３
年
）
の
４
人
は
、

日
に
金
沢
市
の
県
青
少
年

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る
。
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∪神輿を乗せて長者川を進む御座船

‖羽咋市川原町

神輿乗せ 御座舟走る
羽咋で 川渡し神事

羽
咋
市
川
原
町
の
Ｊ
Ｒ

羽
咋
駅
前
を
流
れ
る
長
者

川
で

日
、
羽
咋
神
社
秋

季
祭
礼
の
「
川
渡
し
神
事
」

が
営
ま
れ
、
神
輿
を
乗
せ

た
御
座
舟
が
若
衆
の
威
勢

の
い
い
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
川
を
上
っ
た
。

神
輿
は
夜
が
更
け
た
こ

ろ
、
神
社
を
出
て
通
り
を

ひ
と
し
き
り
練
っ
た
あ

と
、
紺
屋
橋
下
で
２
隻
を

並
べ
た
御
座
舟
に
乗
っ

た
。
川
に
入
っ
た
若
衆
が

わ
ら
の
松
明
で
先
導
し
、

川
岸
を
大
勢
の
見
物
人
が

埋
め
る
中
、
約
１
０
０
㍍

上
流
の
八
幡
神
社
の
間
を

行
き
来
し
た
。
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乳
が
ん
発
見
へ

講
演
や
無
料
検
診

か
な
ざ
わ
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
の
乳
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

は

日
、
金
沢
市
の

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
金
沢

示
野
で
開
か
れ
、
参

加
者
は
乳
が
ん
検
診

の
重
要
性
に
つ
い
て

学
ん
だ
‖
写
真
。

県
立
中
央
病
院
の

片
桐
亜
矢
子
放
射
線

診
断
科
診
療
部
長
が

講
演
し
、
「
乳
が
ん

は
進
行
具
合
が
同
じ

で
も
、
人
に
よ
っ
て
治
療

法
が
異
な
る
」
と
述
べ
、

早
期
受
診
を
呼
び
掛
け

た
。
無
料
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
診
も
行
わ
れ
、

歳
以
上
の
女
性
が
受
診

し
た
。日

は
、
し
い
の
き
迎

賓
館
を
発
着
点
に
が
ん
検

診
を
訴
え
る
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２
」

（
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
主
催
、
本
社
、
県
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
協
会
共
催
）
が

行
わ
れ
る
。
無
料
で
受
け

ら
れ
る
乳
が
ん
検
診
も

実
施
す
る
。
定
員
１
０
０

人
で
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
。
問
い
合
わ
せ
は
実

行
委
事
務
局
‖
０
７
６

（
２
６
０
）
３
４
５
４
‖

ま
で
。

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

の
ト
ッ
プ
選
手
と
し
て
活

躍
し
た
金
沢
市
岸
川
町
の

廣
瀬
敏
さ
ん

‖
ド
リ

ー
ム
運
転
代
行
‖
は
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
出
場
し
、
長

女
未
來
さ
ん

８

‖
同
市

花
園
小
３
年
‖
と
一
緒
に

完
走
し
た
。

国
内
外
の
レ
ー
ス
で
優

勝
を
重
ね
た
廣
瀬
さ
ん

は
、
２
０
０
９
年
の
引
退

後
も
ペ
ダ
ル
を
踏
み
続
け

て
お
り
、
「
ツ
ー
ル
・
ド

・
の
と
」
で
は
、
先
導
役

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

大
会
を
支
え
て
き
た
。

こ
の
日
は
後
方
の
選
手

を
引
っ
張
る
と
と
も
に
、

夏
休
み
の
間
、
練
習
を
重

ね
て
き
た
未
來
さ
ん
と
並

走
し
た
。
未
來
さ
ん
は
「
お

父
さ
ん
と
最
後
ま
で
並
ん

で
走
れ
て
良
か
っ
た
」
と

満
足
げ
。廣
瀨
さ
ん
も
「
よ

く
や
っ
た
」
と
自
分
譲
り

の
健
脚
を
見
せ
た
娘
の
頑

張
り
を
褒
め
た
。

敬
老
の
日

に

健
康
施
設
無
料

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会

北
陸
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
協
会
は

日
、
敬
老

の
日（

日
）に
ち
な
み
、

県
内
８
施
設
で
、

歳
以

上
は
利
用
無
料
と
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
。

ジ
ム
や
プ
ー
ル
な
ど
全
設

備
を
体
験
で
き
、
健
康
づ

く
り
に
励
む
お
年
寄
り
が

続
々
と
訪
れ
た
‖
写
真

‖
。日

本
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
産

業
協
会
と
の
共
催
で
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
。

日

ま
で
。
参
加
施
設
は
次
の

通
り
。ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
小

松
市
）
の
み

〜

日
に

実
施
す
る
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
、
ア
マ
ン
、
内

灘
町
屋
内
温
水
プ

ー
ル
Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
、

加
賀
市
中
央
公
園

水
泳
プ
ー
ル
、
エ

イ
ム
Ｂ
Ｓ
、
エ
イ

ム

、
エ
イ
ム
ム

ー
ン
フ
ォ
ー
ト
、

エ
イ
ム
ス
カ
イ
シ

ッ
プ
、
エ
イ
ム
フ

ェ
イ
ス

父
娘
で
完
走

良
か
っ
た
金

沢

の

廣
瀬
さ
ん

能
登
路
は
心
の
充
電

福
島
か
ら
参
加

大
久
保
さ
ん
夫
婦

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
福
島
県
い
わ
き
市
の

大
久
保
博
史
さ
ん

、

司
恵
さ
ん

夫
婦
は
今

年
も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー

ス
に
出
場
し
、
能
登
路
を

駆
け
た
。

博
史
さ
ん
は

回
目
、

司
恵
さ
ん
は
６
回
目
の
出

場
で
、
春
先
か
ら
毎
週
日

曜
に

㌔
を
走
り
込
ん

だ
。大

久
保
さ
ん
に
よ
る

と
、
い
わ
き
市
で
は
幹
線

道
路
の
復
興
が
進
む
一

方
、
海
岸
沿
い
に
は
が
れ

き
で
通
行
で
き
な
い
道
路

が
多
く
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
は

で
き
な
い
。

顔
見
知
り
と
再
会
し
、

海
岸
の
風
景
を
満
喫
し
た

２
人
は
「
年
に
１
度
の
心

の
充
電
。
残
り
２
日
間
も

楽
し
み
た
い
」
と
声
を
弾

ま
せ
た
。

色
鮮
や
か
な
ウ
エ
ア
に

身
を
包
ん
だ

都
道
府
県

の
選
手
は
、
号
砲
と
と
も

に
県
立
自
転
車
競
技
場
を

出
発
。
軽
快
に
ペ
ダ
ル
を

踏
ん
で
能
登
の
海
岸
線
を

た
ど
り
、
初
日
の
ゴ
ー
ル

と
な
る
約
１
２
０
㌔
先
の

輪
島
市
の
輪
島
港
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
を
目
指
し
た
。

大
会
に
は
１
２
６
３
人

が
参
加
。
初
日
は
４
０
０

㌔
を
３
日
間
に
わ
た
り
走

破
す
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ

ー
ス
に
４
７
８
人
、
１
日

コ
ー
ス
に
３
５
１
人
が
出

場
し
た
。

開
会
式
で
は
、
山
本
正

美
北
國
新
聞
社
事
業
局

長
、
八
十
出
泰
成
内
灘
町

長
が
あ
い
さ
つ
、
緩
詰
潔

県
自
転
車
競
技
連
盟
会
長

が
激
励
の
言
葉
を
述
べ

た
。

日
は
輪
島
市
か
ら
珠

洲
市
な
ど
を
回
っ
て
七
尾

市
の
能
登
島
に
到
着
す

る
。

俵
屋
宗
達
し
の
び

回
目
法
要

茶
会

金
沢
・
宝
円
寺

江
戸
初
期
の
画
家
、

俵
屋
宗
達
を
し
の
ぶ
第

回
宗
達
忌
は

日
、
墓

碑
の
あ
る
金
沢
市
宝
町
の

宝
円
寺
で
法
要
と
茶
会
‖

写
真
‖
が
行
わ
れ
た
。
顕

彰
を
続
け
る
宗
達
会
の
大

樋
長
左
衛
門
会
長
ら
約
４

０
０
人
が
参
列
し
、
「
風

神
雷
神
図
」
で
知
ら
れ
る

琳
派
の
祖
に
思
い
を
は
せ

た
。県

茶
道
協
会
代
表
幹
事

の
吉
倉
虚
白
さ
ん
（
金
沢

市
）
と
、
釜
師
の
宮
﨑
寒

雉
さ
ん

同

が
茶
席
を
担

当
し
た
。
参
列
者
は
待
合

に
掲
げ
ら
れ
た
宗
達
筆
の

「
童
子
図

を
鑑
賞
し

来

年
で
１
世
紀
と
な
る
顕
彰

の
歩
み
を
か
み
締
め
た
。

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術

館
に
も
茶
席
が
設
け
ら

れ
、
同
市
工
芸
協
会
の
メ

ン
バ
ー
が
も
て
な
し
た
。

美
し
い
立
ち
振
る

い
を

披
露
す
る
出
場
者
‖
金
沢

市
南
町
の
専
門
学
校

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
の
登
竜
門
と
な
る

「
全
国
新
人
モ
デ
ル
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｎ
金
沢
」

（
本
社
共
催
）
の
地
元
代

表
を
選
出
す
る
北
陸
大
会

は

日
、
金
沢
市
南
町
の

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
南
町

キ
ャ
ン
パ
ス
の
専
門
学
校

金
沢
美
専
で
開
か
れ
た
。

書
類
審
査
を
通
過
し
た
北

陸
三
県
在
住

〜

歳
の

人
の
中
か
ら
５
人
が
、

月
に
開
か
れ
る
本
選
へ

の
出
場
権
を
得
た
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会
長
で
い
し
か
わ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
の
小
川

榮
一
会
長
、
近
藤
昌
朗
同

学
院
理
事
、
モ
デ
ル
事
務

所
ア
ド
バ
ン
ス
社
の
前
沢

紀
夫
社
長
、
同
専
門
学
校

教
員
の
モ
デ
ル
東
山
沙
織

さ
ん
の
４
人
が
審
査
員
を

務
め
た
。
出
場
者
は
金
沢

へ
の
愛
着
や
知
識
な
ど
を

語
っ
た
後
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
披
露
し
た
。

本
選
は

月
７
日
、
同

市
の
北
國
新
聞
赤
羽
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
全
国

地

区
代
表
の

人
が
出
場
。

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
は
親

善
大
使
「
金
沢
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
と
し
て
金
沢
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
携
わ
る
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、

月
５
日
開
幕
の
「
お
し

ゃ
れ
メ
ッ
セ
２
０
１
２

か
な
ざ
わ
ご
の
み

」

（
本
社
特
別
協
力
）
の
協

賛
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
、
日
本
モ
デ
ル
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
が
全
面
協
力
す

る
。
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∂
∂

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｎ
金
沢

◇…ゴールのマリンタ
ウンでは、輪島市職員ら
がボランティアでメギス
のつみれ汁を振る っ
た。参加者は地物のメギ

スやネギ、ゴボウがたっ
ぷり入った熱々を頰張っ
て疲れを癒やした。観光
案内所には、輪島塗の優
勝カップやヘルメットが
展示され、全国の出場者
に漆の美をＰＲした。

ゴールで熱々つみれ汁
５人が本選へ

侍侍侍侍侍侍侍侍侍侍侍侍侍

子
ど
も
の
就
職
活
動
に
理
解

金
沢
学
院
大
・
短
大

保
護
者
懇
談
会

金
沢
学
院
大
と
同
短
大

の
保
護
者
懇
談
会
は

日
、
同
大
で
開
か
れ
、
保

護
者
約
１
６
０
人
が
就
職

支
援
の
説
明
や
個
別
面
談

を
通
し
て
、
子
ど
も
の
就

職
活
動
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

槻
木
裕
学
長
は
、
就
職

活
動
支
援
に
重
点
を
置
い

て
い
る
と
強
調
し
「
学
生

の
ど
ん
な
相
談
に
も
応
え

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

同
大
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

の
細
川
亮
弥
部
長
が
「
子

ど
も
と
二
人
三
脚
で
、
教

職
員
に
助
言
を
受
け
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

講演を通じて石川の文学と

食の奥深さを感じた受講者

‖金沢市南町の金沢学院サ

テライト教室

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

学
校
法
人
金
沢
学
院
と

北
國
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー

の
共
同
事
業
「
土
曜
大
学

院
『
ふ
る
さ
と
学
』
」
は

日
、
金
沢
市
南
町
の
金

沢
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

で
開
か
れ
た
。
金
沢
学
院

大
文
学
部
日
本
文
学
科
の

水
洞
幸
夫
教
授
が
金
沢
の

三
文
豪
と
自
然
の
関
わ

り
、
金
沢
学
院
短
大
食
物

栄
養
学
科
の
相
良
多
喜
子

教
授
が
地
産
地
消
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
、
受
講
生
が

石
川
の
文
学
と
食
の
奥
深

さ
に
触
れ
た
。

水
洞
教
授
は
、
泉
鏡
花

の
作
品
で
は
浅
野
川
が

「
出
会
い
」
の
場
面
な
ど

で
象
徴
的
に
使
わ
れ
て
い

る
と
指
摘
。

一
方
、
室
生

犀
星
の
作
品

は
犀
川
に
入

っ
た
り
、
水
を
く
ん
だ
り

す
る
川
に
触
れ
る
描
写
が

多
い
と
し
て
、
「
川
の
新

鮮
な
流
れ
を
作
品
に
登
場

さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
を

新
し
く
し
た
い
と
い
う
犀

星
の
思
い
が
見
え
る
」
と

持
論
を
展
開
し
た
。

徳
田
秋
声
と
卯
辰
山
に

つ
い
て
は
「
秋
声
に
と
っ

て
は
瞑
想
に
ふ
け
っ
た
り

す
る
自
我
を
育
て
る
場
所

で
あ
り
、
書
斎
の
よ
う
な

存
在
だ
っ
た
」
と
説
明
し

た
。相

良
教
授
は
、
カ
ロ
テ

ン
が
多
く
含
ま
れ
る
「
打

木
赤
皮
甘
栗
か
ぼ
ち
ゃ
」

や
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
が

豊
富
な
「
金
時
草
」
な
ど

加
賀
野
菜
の
魅
力
を
紹
介

し
、
地
産
地
消
を
呼
び
掛

け
た
。

「
ふ
る
さ
と
学
」
は
来

年
３
月
ま
で
全

回
開

か
れ
る
。
次
回

月

日

は
秋
山
稔
教
授
が
「
泉
鏡

花
の
文
学
と
博
覧
会
」
、

石
崎
建
治
准
教
授
が
「
引

札
に
見
る
幕
末
・
明
治

金
沢
の
諸
商
売
」
と
題

し
て
講
演
す
る
。
問
い

合
わ
せ
は
北
國
新
聞
文

化
セ
ン
タ
ー
‖
０
７
６

（
２
６
０
）
３
５
３
５
‖

ま
で
。

石
川
の
文
学

食
を
解
説

金
沢
で
ふ
る
さ
と
学

水
洞

相
良
教
授 内灘から輪島へ銀輪連ね120㌔

最年少の７歳
橋本さんら

３
世
代
で
出
場
し

銀
輪
を
連
ね
る

左
か
ら

山
本
さ
ん

橋
本

の
こ
さ
ん

歩
久
玄
君

政
幸
さ
ん

‖
輪
島
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

今
大
会
最
年
少
の
７
歳
の
小
学

１
年
生
、
橋
本
の
こ
さ
ん
‖
愛
知

県
清
須
市
‖
は
父
政
幸
さ
ん

、
兄
歩
久
玄
君

９

、
さ
ら

に
祖
父
山
本
邦
弘
さ
ん

‖
金

沢
市
上
荒
屋
５
丁
目
‖
と
３
世
代

で
銀
輪
を
連
ね
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
ふ
る
さ
と
輪
島
に
向
か
っ
た
。

昨
年
初
出
場
の
歩
久
玄
君
に
負

け
じ
と
、
の
こ
さ
ん
は
毎
日
の
よ

う
に
、
き
ょ
う
だ
い
で
練
習
を
積

ん
で
き
た
。
終
盤
の
円
山
峠
（
輪

島
市
）
で
は
、
急
勾
配
に
ふ
ら
つ

き
な
が
ら
も
、
家
族
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
、
坂
を
上
り
切
り
、
ス
タ

ー
ト
か
ら
８
時
間

分
で
完
走
を

果
た
し
た
。

の
こ
さ
ん
は
「
海
が
き
れ
い
だ

っ
た
。
疲
れ
た
け
ど
走
り
切
れ
て

よ
か
っ
た
。
来
年
は
お
母
さ
ん
も

一
緒
に
走
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。
第
１
回
大
会
に
参
加
し
て

以
来
、
５
回
以
上
出
場
し
て
い
る

山
本
さ
ん
は
「
孫
と
一
緒
に
走
れ

て
こ
れ
ま
で
以
上
に
楽
し
か
っ

た
」
と
感
慨
深
げ
だ
っ
た
。

黒島の街並みを背にペダルを踏む選手

‖輪島市門前町黒島町
ゴールした参加者の疲れを癒やし

たつみれ汁‖輪島港マリンタウン
▶
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